
 

 

 

   中国残留邦人等とは ・・・  
 

― 中国残留日本人孤児・残留婦人、樺太残留邦人 と 呼ばれる人々 ― 

 

戦後の混

乱の中、中国

や樺太(サハリ

ン)に残留を余儀なくされ

た日本人を中国残留邦人

等といいます。永住帰国し

た中国残留邦人等は、肉

親と離別したり、長期にわ

たり中国や樺太に残留せ

ざるを得なかったことなど、

筆舌に尽くせないご苦労

を重ねた後、ようやく日本

に帰国した方々です。永

住帰国者はご家族を含め、

現在、約２万 1000 人を数

えます。 

 

多くの方は中高年になって帰国

したため、日本の教育を受ける機

会がなく、日本語の習得にも困難

がありました。そのために安定した

職に就けず、懸命に努力しても老

後の生活の備えが十分できなかっ

たり、地域にとけ込めず、日常の

生活に支障をきたしているというケ

ースも少なくありません。 

 

〔旧満州〕 

黒竜江省 

遼寧省 

吉林省 

新疆 

介護・福祉サービスに携わる皆さまへ 



 《中国残留日本人孤児》 

幼くして孤児となり、中国の養父母に育てられた「残留孤児」は、身元もわから

ない方が多く、日中国交回復後、肉親捜しの調査が何回も行われましたが、手掛

かりがみつからないままの方も少なくありません。 

 

 浜口タカシ『戦後 50 年・中国残留孤児の 

記録 私の祖国』 より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

平成 24 年度の公開名簿    

戦後 68 年経った現在も、肉親 

の手掛かりを求めている残留孤
児がいます。 

 

現在、永住帰国した「残留孤児」とその配偶者の平均年齢は後期高齢者の年齢

に近づきつつあります。(平成 26 年３月現在) 

 

お父さん帰りました。と報告する高さん 

母親と抱きあう周さん 

昭和 56 年 3 月、第１次訪日調査。このときの
身元判明率は 63.8％。この判明率は、平成３年
第 22 次訪日調査時には 10.1％に。年月ととも
に手掛かりは失われていきます… 
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